



Results of Faculty Development Activities on Research Ethics










































































































5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 合計
教 員 2 3 2 0 2 1 1 1 3 0 15( 35.7%)
博士課程後期学生 0 2 2 0 0 0 2 0 0 2 8( 19.0%)
博士課程前期学生 0 0 0 0 0 3 8 0 0 5 16( 38.1%)
研究生 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2( 4.8%)
学部生 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1( 2.4%)





















































































































































76( 21.4) 26( 18.3) 50( 23.5) 1.81 1.63 1.92 2.13 1.78 2.67
２ 研究の計画概要 14( 3.9) 9( 6.3) 5( 2.3) 0.33 0.56 0.19 0.47 0.78 0
３ 研究方法 120( 33.8) 52( 36.6) 68( 31.9) 2.86 3.25 2.62 2.87 3.44 2.01
（内訳）具体的方法の説明 16( 4.5) 11( 7.7) 5( 2.3) 0.38 0.69 0.19 0.60 0.89 0.17
対象者の選定 20( 5.6) 9( 6.3) 11( 5.2) 0.48 0.56 0.42 0.13 0.11 0.17
調査票の内容・形式 31( 8.7) 13( 9.2) 18( 8.5) 0.74 0.81 0.69 0.27 0.11 0.50
インタビューの方法 13( 3.7) 1( 0.7) 12( 5.6) 0.31 0.06 0.46 0.73 1.11 0.17
データの管理 16( 4.5) 7( 4.9) 9( 4.2) 0.38 0.44 0.35 0.47 0.56 0.33
プライバシーの保護 8( 2.3) 1( 0.7) 7( 3.3) 0.19 0.06 0.27 0.27 0 0.67
参加の自由の保障 4( 1.1) 3( 2.1) 1( 0.5) 0.10 0.19 0.04 0.20 0.33 0
対象者等の安全性の保障 12( 3.4) 7( 4.9) 5( 2.3) 0.29 0.44 0.19 0.20 0.33 0
４ 承諾・同意を得る倫理的手続き 131( 37.0) 50( 35.3) 81( 38.1) 3.12 3.13 3.11 3.40 3.89 2.66
（内訳）依頼・説明文書 93( 26.2) 33( 23.2) 60( 28.2) 2.21 2.06 2.31 2.67 2.89 2.33
承諾書 13( 3.7) 7( 4.9) 6( 2.8) 0.31 0.44 0.23 0.33 0.56 0
同意書 25( 7.0) 10( 7.0) 15( 7.0) 0.60 0.63 0.58 0.40 0.44 0.33
５ その他 14( 3.9) 5( 3.5) 9( 4.2) 0.33 0.31 0.35 0.40 0.56 0.17
合 計 355(100.0) 142(100.0) 213(100.0) 8.45 8.88 8.19 9.27 10.45 7.51
ることができよう．これをうけて，今後の申請書作成や
博士課程の学生指導にも反映されることを期待するもの
である．
一方，上の項でも述べたように，１ 書類全体の誤記
載（単純ミス・認識の違い）に限っては，1.78から2.67
と大きく増加し，教員においても期待する効果は得られ
なかったことが示された．看護部会の負担軽減を図るた
めにも，教員の申請書における誤記載については，減少
のための努力を促したい．
Ⅴ．今後のFD活動に向けて
以上，FD研修プログラムの実施前後における研究倫
理審査内容の比較から，その効果について検討してきた
が，２件のプログラムによって，改めて研究倫理の基本
的な姿勢を考え直す機会を持ったこと，本学様式への記
載との意味やつながりを再確認する機会を持ったことは
有意義であったのではないかと推察する．今回の検討で
は，指摘件数の増減とFD研修の因果関係を証明するに
は至ってはいないが，その傾向を示すことはできたもの
と考える．今後に向けては，このような研修をいかに定
期的に効果的に継続するかが課題であるが，この検討結
果を踏まえ，優先するプログラムとして位置付けていき
たい．
博士課程学生への教育的な意義はもとより，教員に
とっても直接的な研究支援を受けられる機会であり，参
加する側もうまくこの機会を活用すべきである．そして，
その結果として，個々が行う，あるいは指導する研究に
おける倫理的諸問題解決にそそぐ力の省力化につながる
ことを期待するものである．
（文責 山口桂子）
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